
（参考）排出ガス、ばいじん及び燃え殻のダイオキシン類に係る簡易測定法 
（ ダイオキシン類対策特別措置法施行規則第２条第１項第４号の規定に基づき環境大臣が定める方法 ） 

公布日：平成１７年９月１４日（環境省告示第 92 号） 
改 正：平成２２年３月３１日（環境省告示第 26 号） 

◆生物検定法 
第１ ダイオキシン類がアリール炭化水素受容体に結合することを利用した方法 
告示番号 測定方法 
第１の１ 前処理に、硫酸シリカゲルカラム及び活性炭カラムを使用し、測定に、ダイオキシン類応

答性組換え細胞 H1L6.1c2 を用いたレポータージーンアッセイを利用してダイオキシン類

の毒性等量を測定する方法 
第１の２ 前処理に、硫酸シリカゲルカラム及び活性炭カラムを使用し、測定に、ダイオキシン類応

答性組換え細胞 101L を用いたレポータージーンアッセイを利用してダイオキシン類の毒

性等量を測定する方法 
第１の３ 前処理に、多層カラムを使用し、測定に、ダイオキシン類応答性組換え細胞 HeB5 を用い

たレポータージーンアッセイを利用してダイオキシン類の毒性等量を測定する方法 
第１の４ 前処理に、硫酸シリカゲル加熱還流法を利用し、測定に、ダイオキシン類応答性組換え細

胞 H4ⅡE-luc を用いたレポータージーンアッセイを利用してダイオキシン類の毒性等量

を測定する方法 
第１の５ 前処理に、多層シリカゲルカラム及びアルミナカラムを使用し、測定に、ダイオキシン類

応答性組換え細胞 DR-EcoScreen を用いたレポータージーンアッセイを利用してダイオ

キシン類の毒性等量を測定する方法 
第１の６ 前処理に、硫酸及び多層シリカゲルカラムを使用し、測定に、ダイオキシン類、アリール

炭化水素受容体及びアリール炭化水素受容体核運搬タンパク質の複合体形成反応を利用し

てダイオキシン類の毒性等量を測定する方法 
 
第２ ダイオキシン類を抗原とする抗原抗体反応を利用した方法 
告示番号 測定方法 
第２の１ 前処理に、多層シリカゲルカラム及び活性炭カラムを使用し、測定に、抗ダイオキシン類

モノクローナル抗体及びプレート固相抗原を用いた間接競合酵素免疫測定法を利用してダ

イオキシン類の毒性等量を測定する方法 
第２の２ 前処理に、多層シリカゲルカラム及び活性炭カラムを使用し、測定に、磁性ビーズ固定化

抗ダイオキシン類モノクローナル抗体及び酵素標識抗原を用いた直接競合酵素免疫測定法

を利用してダイオキシン類の毒性等量を測定する方法 
第２の３ 前処理に、多層シリカゲルカラム及びアルミナカラムを使用し、測定に、抗ダイオキシン

類モノクローナル抗体及びプレート固相抗原を用いた間接競合酵素免疫測定法を利用して

ダイオキシン類の毒性等量を測定する方法 
第２の４ 前処理に、多層シリカゲルカラム及びアルミナカラムを使用し、測定に、抗ダイオキシン

類モノクローナル抗体及び抗原固相化ビーズを用いた結合平衡除外法を利用してダイオキ

シン類の毒性等量を測定する方法 
 
 



◆機器分析法 
第３ ガスクロマトグラフ質量分析計により測定する方法 
告示番号 測定方法 
第３の１ 前処理に、硫酸シリカゲルカラム、多層シリカゲルカラム又は多層シリカゲルカラム及び

活性炭シリカゲルカラムを使用し、高分解能ガスクロマトグラフ質量分析計によりダイオ

キシン類を測定する方法 
第３の２ 前処理に、多層シリカゲルカラム又は多層シリカゲルカラム及び活性炭シリカゲルカラム

を使用し、ガスクロマトグラフ四重極形質量分析計によりダイオキシン類を測定する方法 
第３の３ 前処理に、多層シリカゲルカラム又は多層シリカゲルカラム及び活性炭シリカゲルカラム

を使用し、ガスクロマトグラフ三次元四重極形質量分析計によりダイオキシン類を測定す

る方法 
 


